
























































第十五条には次のように説かれている。 （以下、 「十七条⑮」とする） （改行筆者）




















































かりにくさ、読みにくさが挙げられ 。その中でも特に読み取りにくい箇所は、 「雑毒虚假等ハ、名聞利養ノ心也。大品経云、捨利養名聞。大論述此文之下云、當業捨雑毒者、一声一念猶具之、無実 之相也」というところであろう。この中、 「當業捨雑毒者、一声 念猶具之 無実心之相也」という箇所は一見すると全て『大智度論』の引用であるようにみえるが 実際 『大智度論』には「當業捨雑毒（ 『大智度論』原文は「當棄捨雑 」である。 「十七条御法語 書写段階での誤りと考えられる）の五文字しか存在しない。筆者はこの箇所の 「者」 以下の文は 『大智度論』 の引用で くこの詞を残した者の解釈を指す「～とは」をあらわす「者」である 考える。つまりこの箇所を解釈すると、 「雑毒虚仮等は である。 『大品般若経』には「捨利養名聞」と説かれ、 『大智度論』 は「當業捨雑毒 と説かれてい （とおりである） 。これを受けて解釈すると 一声一念でもこれを具してしまうとそれは実心の相ではない」という とになる。
次に、この詞は法然のものであるかということが問題となる。 「雑毒虚假」を「名


























→機根の浅深によって、虚仮のふるまいをし、疑心をもって行ずるも も るが そ
ういうものの虚仮心を停止させるために至誠心を説く。




























































































「十七条⑮」の中、 「観無量寿経ニ、 若有衆生～」以下後半部と『和語燈録』所収「三心義」とを比較すると 僅か 言葉使いの上 の差異はあ ものの、 上ではほぼ完全に一致する。この箇所は、何か一つの経論を引用したものではなく、様々な経論を引用し、法然のものと考えられる解釈が所々に組み込まれているものであり、偶然一致するようなものではない。両者の内容はその説かれる順序も完全に一致することから、これらの間には必ず何らかの関係があることが考えられる。可能性として考えられるのは、 「十七条⑮」と『和語燈録』との間に直接関係があり、どちらかがどちらかを参考にしたか、 「十七条御法語」 作者 『和語燈録』の編集者である道光が共に同じ原本となるものを参照した いうことが考えられる。どちらにして 、













































































































の深い南都浄土教者が 「十七条御法語」 に深く関わっ いることが分かったため、 「十七条⑮」でも同様に両師に注目し考察した。 「 七 ⑮」に説かれる内容は、他の法然の文献にはみられないが、門下 文献には く説かれているも であ 。そ 中で、「十七条⑮」には良忠などに多い凡夫の機根に関する説示がなく、明遍・良遍などの強い至心を強調する立場に近いようにみえ が、 良忠も凡夫の機根を考慮 ながらも
虚仮心を厳しく誡めている。すなわち、この箇所の説示については、良忠・明遍・良遍のものとして認められるものである。
これまで考察してきた他の条の結果をふまえ、その中で良忠が明遍・良遍の詞を引






に第一条でみたような信瑞などの信空系の諸師 どのように関わってく のだろうか。より明確に伝承を明らかにする め は信瑞な 、信空系の諸師と明遍など南都浄土教者との関係や、それら諸師を含めた当時 間の動向、さ は法然教団の関係を、それら諸師に関連すると考えられる『明義進行集』や『一言芳談』 ど文献を含めて明らかにしたうえで考察する必要がある。これらを明確 することを今後の課題としたい註









（11）中野正明『法然遺文の基礎的研究』 （法蔵館、一九九七）参照。（12）永井隆正「 『西方指南抄』所収「法語十八条」について」 （印仏研四二―二一九九四 参照。（13）『昭法全』 七〇―四七一（14）『浄全』二・五五下（15）『正蔵』八・二一七ａ（16）『正蔵』二五・九八ｂ（17）「三心義」には以下のように説かれている（昭法全四五四―四五七） 。觀無量壽經には、若有衆生、願生彼國、發三種心、即便往生、何等爲三 一者至誠心、二者深心、三者廻向發願心、具三心者、必生彼國といへり。禮讚には、三心を釋しおはりて、具 心者、必得往 也、若少一心、即不得生といへり。しかれば三心を具すべきなり。一に至誠心といふは 眞實の心なり。身に禮拜を行じ、くちに名號をとなへ、心に相好をおもふ、みな眞實をもちひよ。すべてこれをふに、穢土をいとひ浄土をねがひて、もろもろの行業を修せんもの、みな眞實をもてつとむべし。是 修せんに、ほか 賢善精進 相を現じ、うちには愚惡懈怠の心をいだきて修する ころの行業は、日夜十二時にひまなく これを行ずとも往生をえず、ほか は愚惡懈怠のかたちをあら して うち 賢善精進 おもひに住してこれを行ずるもの、一時一念なりとも その行むなしからず かならず往生をう、これを至誠心となづく。二に深 といふ 、 かく信ずる なり。これについて二あり。一にはわ これ罪悪不善の身 無始よりこ かた六道に輪廻して、往生の縁なしと信じ 二 罪人なりといへども ほとけの 力をも
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はせて二とす。一には一心にもはら彌陀の名號を念じて、行住坐臥に時節の久近をと ず、念々にすてざる、これを正定業となづく、かのほとけの願に順ずるがゆへに。二にはさきの五が中かの稱名のほかの禮拜讀誦をみな助業となづく。つぎに雜行といふは、 種の正助二業をのぞきて已外の、もろもろの讀誦大乘發菩提心持戒勸進等の一切 行なり。この正助二業につきて五種の得失あり。一には親疎對、いはゆる正行は阿彌陀佛にしたしく雜行はうとく、二には近遠對、いはゆる正行は阿彌陀佛にちかく、 雜 は阿彌陀佛にとをし。三には有間無間對、いはゆる正行はおもひをかくる 無間也、雜行 思をかくるに間斷あり。四には廻向不廻向對、 いはゆる正行 廻向をもちゐざれどもお づから往生の業となる、難行は廻向せざる時 往生の業となら 。五には純雜對、いはゆる 純極樂の業也、雜行 しからず、十方 浄土乃至人天の業也。かくのごとき 信ずるを就行立信となづく。三に廻向 願心といふ 、過去および今生 身口意 に、修するところの一切の善根を、眞實の心をもて極樂 廻向して往生を欣求する也。これを廻向發願心となづく。この三心を具しぬれば、かならず往生する也。（18）永井隆正「 『西方指南抄』所収「法語十八条について」 （印仏研四二―二、一九九四）参照。（19）永井隆正「五番相対の成 過程」 （印仏研四一―二、 一九九三）参照。（20）角野玄樹「 『和語燈録』所収『三心義』について」 （印仏研五三―一 二〇〇四） 。（21）『要義問答』に 阿弥陀経 に説かれる「一心不乱」 ついて説か た御法語があり、似ているようにみえるが、虚仮心を誡めると う意図 この箇所 異なる問題につい 説かれているものである。（22）『決答鈔』 浄全一〇・四〇下）（23）『西宗要』 浄全一〇・ 五 上―下）（24）『西宗要』 （浄全一〇・ 六三下（25）『伝通記』 （浄全二・三七七上）（26）『決疑鈔』 浄全七・二六八下）（27）『伝通記』 浄全二・三七七下―三七八上）（28）『伝通記』 浄全二・三 九下）（29）『東宗要』 浄全一一・七七下―七八上）（30）『決疑鈔』 浄全七・二七三上）
（31）『決疑鈔』 （浄全七・二七三下）（32）『伝通記』 （浄全二・三七九上―（33）『東宗要』 （浄全一一・ 七上） 。 『決疑鈔』 （浄全七・二七一上）や先述した『伝通記』にも記述有り。（34）『伝通記』 浄全二・三七八下）（35）「明遍僧都との問答」 昭法全六九四） 。この他にも、 『明義進行集』 ・ 『一言芳談』 ・『伝通記』 （浄全二・一五六）などにも同様の説示有り。（36）『念仏往生決心 （浄全一五 五六〇上―下）（37）『善導大意』 （浄全一五・五七四下― 五（38）『善導大意』 （浄全一五・五七八下）（39）拙論「 「十七条御法語」について――第一条法語に関する伝承と変遷 ―」 （ 『浄土学』四六、 二〇〇九）（40）『昭法全 八
　





一九六二） の九九頁を参照のこと） 。この他にも、 『一言芳談』 上 （ 『古典叢書』 二頁）や、 『伝通記』 （浄全二・一五六上 などにも同様の散心問答があったことが説かれている。また、 『決答授手印疑問抄』下（聖典五・一三六）や『一言芳談』下（ 『古典叢書』一八―一九頁）には鎮西の本覚（光 房と明遍との問答が説かれている。これらの問答では共通して、念仏を称える際には、心の乱不乱を論ぜず、相続することが重要であ という内容が説かれてい 。（47）『決答授手印疑問抄』下（聖典五・一三六）に、明遍と並列して次のように説かれている。
然阿奉問良遍云妄念起時先改妄心後可唱名号候歟如何良遍答云先不論乱不乱可唱名号也名号徳妄心可止也
（48）坂上雅翁「南都浄土教における至心について」 （印仏研二九―二、 一九八一）など参照。（49）清水邦彦「良遍の地蔵信仰」 （印仏研四三―一、 九四）参照。（50）青木淳「空阿弥陀仏明遍の研究――特に仏師快慶との関係をめぐって――」 （印仏研四〇―二、 一九九二）参照（51）石田充之『法然上人門下の浄土教学の研究』下（大東出版社 一九七 ） 、望月信亨「生駒良遍の浄土教義」 （ 『浄土学』七、 一九三四）など参照。（52）前半部最後に「利他真実」を 得生之後利他門之相」としているこ は、確かに法然の著作にはみられない思想である。ただし、これが明らかに他の誰かの思想と一致するものであると断定できない以上、至誠心→深心の後に説かれることもあり、法然のものではない するよりは、単なる書写段階で「廻向発願心」 間違えたと考える方が妥当ではないかと考える。廻向発願心を細釈しない 『選択集』にも通じる。 『大智度論』の文を間違えているところなど、文献的に問題 あることは間違いないことであるが、それをもっ 非法然とす ことはできない。
